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新仙台火力発電所リプレース計画環境影響評価方法書答申（案） 

               

 

１ 全般的事項 

(1) 事業特性の記述に当たっては，事業内容の具体化の過程における検討の経緯等も

含めてより詳細にわかりやすく明示するとともに，具体化されていない事業内容

を今後具体化する過程においては，眺望景観や船舶からのシークエンス景観に配

慮した施設計画とするなど，より環境の保全に配慮した計画とすること。 

 

(2) 地域特性の記述に当たっては，環境影響評価の調査，予測及び評価の手法の選定

理由が明らかとなるよう，地域特性に関する情報をより適切かつ具体的に示すこ

と。 

 

 

２ 個別的事項 

（大気環境） 

  煙突の高さの検討に当たっては，対象事業実施区域内で行ったレーウィンゾン

デの観測結果を踏まえるとともに，検討結果を具体的に明らかにすること。 

 

（動物・植物・生態系） 

事業実施区域周辺の海域は鳥獣保護区となっており，コクガンなどの希少な鳥

類の生息が確認されていることから，調査により生息状況を十分把握するととも

に，必要に応じて予測及び評価を行うこと。 

 

（景観） 

  船舶からの景観は，シークエンス景観であることから，航路上からの眺望によ

り施設の暴露面積が最大となる地点を追加し，調査，予測及び評価を行うこと。 

 


